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IMSアジアコア冬の学校

報告：生命・錯体分子科学研究部門　教授　魚住 泰広
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を取得するとともに、量子ビーム関連

研究機関で研究活動を継続しており、

本研究の目的の一つである、当該分野

の若手研究者の育成、ということにも

十分貢献できたと考えている。

本研究は加速器技術とレーザー技術

の融合という側面を有しており、本研

究の遂行には、分子制御レーザー開発

研究センターの協力が不可欠であった。

今後も、放射光技術とレーザー技術の

融合に積極的に取り組み、特徴ある光

発生技術、利用技術の開発を推進して

いきたいと考えている。

本年度のアジアコアWinter Schoolは

韓国・釜山にて日本、韓国、中国、台

湾から約 70名（内、日本から 20名）

の大学院生を中心とした参加を得て上

記日程の通り開催された。18件のレク

チャーに加え、学生からの発表を中心

とした49件のポスター、さらには幾

人かのグループでのディスカッション、

情報交換も盛んであった。

懇親の場も設けられ、日本、韓国、

中国、台湾の参加者が相互に親交を深

めた。世話人会議では来年の台湾での

開催が確認された。

講演は理論、光、マテリアル、触媒、

合成、生化学など多岐にわたる領域を

横断する内容であり、とくに既存の1

分野にとどまらない学際的なアプロー

チも多く大変レベルの高いものであっ

た。これらは一見には教育的な「school」

には不向きな高度先端的な内容に見え

るものの、講演自体は決して専門の「蛸

壺」的なものではなく、学際領域研究

への挑戦を通じて、幅広い学問領域で

の基礎的な学力、周辺領域を見渡す広

い視野、などなどが先端の研究推進に

必須であることを強く感じさせるもの

であり大学院生を中心とする若手参加

者へのメッセージが込められたものが

多かった。東アジア地区での連携・親

交がより深まった。また、世話人会議

では各コア研究所を中心として他大学

の学生や講演者を積極的に参加させる

可能性、香港など近隣の地区からの参

加可能性についても前向きの意見交換

がなされた。

図1　完成したコヒーレント放射光発生装置



22 分子研レターズ 68　September  2013

『IMSアジアコア冬の学校』印象記
国際研究協力事業

国際研究協力事業報告

もはや恒例の「IMSアジアコア冬の学校」。今年はKAISTがホストとなり釜山での開催となった。

開催初日1月27日には、筆者は共同研究で訪れていたソウルから、またあるものは浦項から、そして多くのものは岡崎

から着々と釜山へと移動した。あぁ ♪とらわよ～ぷさんはんへ～♪ そんなメロディーが頭の中に響き渡る。♪逢いたいあ

～な～た～♪ そう、今回逢いたいのは、まずはメインホストで日本語もペラペラの崔教授、そして実行部隊金教授、大御

所金教授。あ、やっぱり「金」ばっかりだから苗字表記には限界あるなあ。

ま、そんなわけで（どんなわけだ？）東アジアの分子科学研究教育拠点に繋がるアジアコアプログラム。JSPSアジアコ

アの終了後は IMSアジアコアとして日本、中国、韓国、台湾の学術交流を継続している。その中心的なアクティヴィティー

である「アジア冬の学校」が本年1月27－31日、KAISTのお世話で釜山にて開催されたのである。

硬めの報告はどこかの報告書を探してください。ここはあくまでレターズ記事。とはいっても概要を示しますと、日本、韓国、

中国、台湾から約70名（内、日本から20名）の大学院生を中心とした参加。18件のレクチャーに加え、学生からの発表を

中心とした49件のポスター、さらには幾人かのグループでのディスカッション、情報交換も盛んであった、となります。

さてさて学術交流の硬い部分は別掲されてるプログラムを見ていただくとして、やはり重要な文化交流は非公式外交です

ね。分子研から参加の院生、PDも数年前火災事故で一躍有名になった釜山の実弾射撃に挑戦したり、はたまた筆者はこっそ

りとSang Kyu Kim教授にコプチャン（日本で言えばいわゆるホルモンですが、質が全く違う。韓国では精肉よりも高価なん

じゃないかと思うくらいの贅沢食材）をオネダリしたり、はたまた先年の本プログラムで北京の裏路地で一緒に「立ち○○○」

して深い深い親交を温めた崔（Choi）教授と深夜2時からゴンタンを食べに行ったり、いやあ楽しくも真面目に過ごしました。

なかでも公式の夕食会は船に乗ってのクルーズディナー！ いやあ、美しかったです、夜景。そして船内では今や韓国の

枠を越え、アジアが誇る世界的大ヒット「江南スタイル」にあわせて Psyの「乗馬ダンス」で大騒ぎ！（まあ大騒ぎしてた

のは筆者と“裸の大将”鹿野氏。巻き込まれた山口氏もワケがわからぬまま踊りまくってたけど）。

どうです、前回参加しなかった人も、次回こそこの有意義なセミナーに出たくなったでしょ？　次回は大森先生が大好き

な台湾がホストで～す。


